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青年期における過剰適応傾向と自己主張に関する研究

人間教育専攻

臨床JL'理士養成コース

渡遺乃梨

1.問題と目的

適応とは，もともと社会的・文化的環境

への適応を表す「外的適応」と，心理的な

安定や満足を表す「内的適応」のバランス

がとれた状態を指す(北村， 1965)。桑山

(2003)はこれをもとに，過剰適応を「外的

適応が過剰なために内的適応が困難に陥っ

ている状態」と定義した。また，石津(2006)

は，過剰適応を導く傾向を「他者から期待

されている役割・行為に対して，自分の気

持ちは後回しにしてでも，それらに応えよ

うとする傾向」と定義した。過剰適応は，

さまざまな心理的問題の病前性格としての

ニュアンスを持つ概念で，心身症の病前性

格としても知られている。また，対人関係

において「本音を出さないJ，rNOと言え

ない」など，自分の意志や感情を過度に抑

制する傾向や，他者からの評価を気にして

他者に過度に合わせる傾向(阿子島・伊津・

大河内， 2002など)があることも指摘され

ている。これらの特徴は，他者の期待を敏

感に感じ取り，それに従うように自分の意

思や感情を抑圧し，他者に合わせるという
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対象とし，過剰適応傾向およびアサーショ

ン行動，感情表出の関連を明らかにするこ

とを目的とする(研究I)。また，過剰適応傾

向が高く，アサーティプでない学生に対し

て，アサーション行動への意識を調査し(研

究ll)，過剰適応傾向にある青年の特徴を把

握することを目的とする。

2.方法

(1)研究I 大学生・大学院生203名を対

象とし，質問紙調査を行った。①青年期

前期用過剰適応尺度(石津， 2006)は「他

者配慮Jr期待に沿う努力Jr人からよく

思われたい欲求Jr自己抑制Jr自己不全

感」の5因子からなる全33項目である。

②アサーション・チェックリスト(平木，

1993)は f自分から働きかける言動Jr人
に対応する言動Jの2因子からなる全20

項目である。③日本版 MullerAnger 

Coping Questionnaire(大竹ら， 200ω は

「怒り表出Jr怒り抑制Jr罪悪感Jr怒り

主張性」の4因子からなる全23項目であ

る。

適応の状態像を示すと推測される(大獄・五 (2)研究E 研究Iにおいて過剰適応尺度

十嵐， 2005)。

自分の感情や気持ちを抑え，重要な他者

の期待に沿うような努力をし続けてきたで

あろう過剰適応傾向の青年は，主張性が低

く，自分の感情をとらえて適切に表現する

ことが難しいと感じている可能性がある。

そのため，本研究では大学生・大学院生を

の得点が平均より lSD以上高かった学生

3名を対象に面接調査を行った。質問は，

以下の6項目である。

①自身の過剰適応傾向が高いことについ

て，どのように思うか。②自分の気持ち

を後回しにして，他者に合わせてしまい

やすいと感じる場面はあるか。ある場合
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は，どのような場面か。また，それはな

ぜか。③自身の意見などを相手に率直に

伝えることについて，どう感じているか。

ま'た，そう感じるのはなぜか。④自身の

意見などを上手く相手に伝えたいと感じ

ているか。⑤自身の意見などを上手く伝

える事ができていると思うか。⑥自身の

意見などを上手く伝える事ができたら，

どう感じると思うか。

3.結果

(1)研究 I 変数聞の相関分析を行ったと

ころ， r自分から働きかける言動j と「自

己抑制J，r自己不全感Jとの間に負の相

闘が見られた。また， r人に対応する言動」

と「自己抑制J，r人からよく思われたい

欲求心「自己不全感J，r期待に沿う努力J，

「他者配慮」との聞に負の相関が見られ

た。そして， r怒り表出」と「自己不全感」

との間， r怒り抑制」と「自己抑制J，r人

からよく思われたい欲求心「自己不全感心

「期待に沿う努力J，r他者配慮Jとの間，
「罪悪感」と「人からよく思われたい欲

求J，r自己不全感J，r期待に沿う努力J，

「他者配慮、」との聞に負の相闘が見られ

た。また， r怒り主張性」と 「自己抑制J，

「人からよく思われたい欲求心「自己不

全感」との間に負の相闘が見られた。

(2)研究E 面接の中で， r人がたくさんい

る場面で，周りの空気を読みすぎてしま

うJ，r自分の不用意な発言で相手が傷つ

いてしまわないかという怖さがあるん

「相手を傷つけたり，嫌われるかもしれ

ないことを遠まわしに言うJなどが語ら

れた。

4.考察

(1)研究 I 過剰適応傾向の高い者は，他

者からの評価を気にし，自分に自信が持

てず，他者の意思を尊重しすぎることで

主張性が低くなりやすいことが示唆され

た。また，他者からの評価を気にしたり，

他者を配慮したりするために，感情が生

起しでも他者に伝えることなく，自分の

中に抱え込みゃすいことが示唆された。

しかし，抑制しようとしている感情も，

限界に達すると爆発的に表出させてしま

いやすいことが推察された。

福光・河村 (2009)は，過剰適応者は

自ら積極的に他者と関わることは少ない

が，配慮のスキノレを用いて集団には適応

tしていることを明らかにしている。この

ことからも，過剰適応傾向の青年は，自

分の意見や考えを抑えることにより内的

適応を犠牲にしてでも，周囲に気を遣っ

て外的適応を保っていると考えられる。

(2)研究H 過剰適応傾向が高い者は，自

分の考えなどを伝えることで，他者にネ

ガティプな影響を及ぼすかもしれないと

いう懸念があることが明らかとなった。

また，自分の主張への他者からの評価で，

自分が傷付けられることに対して，敏感

に反応しやすいと同時に，自分が他者を

傷付けてしまうかもしれないという不安

も高く，その不安が回りくどさ，主張性

の低さに関わっでいるのではないかと推

察された。そして，自分の考えなどが相

手に上手く伝わった経験がある者は，場

面によっては自己主張をしようと試みる

が，上手く伝わらない経験が多ければ，

伝わらないと思い込んで無気力な状態に

陥ってしまう可能性があると考えられた。




